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小・中学校 「学習指導要領」告示
◆『新しい学力観と個性尊重の教育』
◆小学校低学年に「生活科」導入
◆中学校で選択教科の履修幅の拡大

高等学校 「学習指導要領」告示
　◆社会科を「地理歴史科」「公民科」に分割
　◆選択教科の履修幅の拡大
初の大学入試センター試験実施
　
中央教育審議会による「新しい時代に対応する教育の諸制
度の改革について」の答申
　◆受験戦争の緩和策を提言
小学校で「学習指導要領」の全面実施
学校週五日制（第２土曜日が休業日に）
大学・短大志願者数のピーク（121.5万人）
文部省が業者テストの中止を通達（小・中学校）
中学校で「学習指導要領」の全面実施
高等学校で「学習指導要領」の実施（学年進行）
高等学校で総合学科が制度化
学校週五日制（第２・４土曜日が休業日に）
中央教育審議会による「21世紀を展望した我が国の教育
の在り方について」の第一次答申
　 ◆「生きる力」の育成と「ゆとり」の確保
教育課程審議会の発足
　 ◆次期学習指導要領の内容を検討
　
教育課程審議会による「教育課程の基準の改善の基本方向
について」の中間まとめ発表
　 ◆「総合的な学習の時間」の導入など提示
教育課程審議会による最終答申
小・中学校 「学習指導要領」告示
　◆『「生きる力」の育成と「ゆとり」の確保』
　◆授業時数の大幅削減と教育内容の厳選
　◆「総合的な学習の時間」の導入
高等学校 「学習指導要領」告示
　◆「総合的な学習の時間」「情報」の導入
学校評議員制度の導入
　
文部科学省による「確かな学力の向上のための2002アピ
ール─『学びのすすめ』─」公表

◆「学習指導要領は最低基準」とし、補充的な学習や朝読
書などの推奨、少人数授業・習熟度別指導などの提言

学校完全週五日制実施
小・中学校で「学習指導要領」の全面実施
小・中学校で絶対評価の導入

「学力向上フロンティア事業」の実施
「科学技術・理科大好きプラン」の実施
国立教育政策研究所による「平成13年度小・中学校教育課
程実施状況調査」の結果公表
　◆算数・数学、社会の低下傾向
高等学校で「学習指導要領」の実施（学年進行）

「学力向上アクションプラン」の実施
「学習指導要領」の一部改正を告示
　◆学力重視を明確化
国立大学の法人化

「ＰＩＳＡ 2003 ※１」「ＴＩＭＳＳ 2003 ※２」の結果公表
中央教育審議会に「義務教育特別部会」を設置
文部科学省による「読解力向上プログラム」の公表

「全国学力・学習状況調査」の実施（小・中学校）決定
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第1回
学習基本調査

学習到達度に関する
調査
国語／算数・数学 今回の

『速報版』の内容
経年比較による
学習に関する
意識・実態調査

�学力調査
� 国語／算数・数学
（小学生・中学生）

7都市で学習意識・実態を把握

※学力調査については「第４回 学習基本調査・
学力調査」（仮）速報版（2007年４月刊行予定）
にて報告。

※国際都市調査については「第４回 学習基本
調査・国際都市調査」（仮）速報版（2007年
６月刊行予定）にて報告。

※「第４回 学習基本調査」の第１回からの経年
比較についての分析は、『第４回 学習基本調査
国内調査・報告書』（2007年３月刊行予定）
にて報告。

第2回
学習基本調査

第3回
学習基本調査

6～7月

第4回
学習基本調査

10～11月

経
年
比
較

国際都市調査
　（予定）

（小学５年生相当の児童）

1990年 1996年 2001年 2006年

調査概要
●調査テーマ
　学習に関する意識・実態調査
●調査方法
　学校通しの質問紙による自記式調査
●調査時期
　第１回学習基本調査　1990年９～10月
　第２回学習基本調査　1996年５～６月
　第３回学習基本調査　2001年５～６月
　第４回学習基本調査　2006年６～７月
　※「第４回学習基本調査 国内調査」の対象となった小学生・中学生のうち一部に、国語および算数・数学のテストを実施。

●調査対象
【小学５年生】
　　全国３地域〔大都市（東京23区内）、地方都市（四国の県庁所在地）、郡部（東北地方）〕
　　第１回： 2,578名、第２回： 2,665名、第３回： 2,402名、第４回： 2,726名

【中学２年生】
　　全国３地域〔大都市（東京23区内）、地方都市（四国の県庁所在地）、郡部（東北地方）〕
　　第１回： 2,544名、第２回： 2,755名、第３回： 2,503名、第４回： 2,371名

【高校２年生】(普通科のみ)

　　全国４地域〔東京都内、および東北・四国・九州地方の都市部と郡部〕
　　第１回： 2,005名、第２回： 2,615名、第３回： 3,808名、第４回： 4,464名
　※本文中ではそれぞれ小学生・中学生・高校生と表記している。

●調査項目
教科の好き嫌い／教科の理解度／家庭学習の時間・内容・様子／勉強の仕方／日常生活の中の「学習」
／好きな学校の勉強方法／通塾行動／習い事／成績の自己評価／学習上の悩み／希望する進学段階
／メディアの利用／家庭環境

※調査テーマ・方法・対象（調査校）・項目は、第１回・第２回・第３回調査とほぼ同じ。ただし、調査項目は時代の変化に合わせて、
多少追加・削除している。

※本調査は、経年での比較や地域による違いをみるために有意抽出した同一校に調査を依頼している。そのため、数値は全国的な平
均値を示すものではない。

※１：経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）による学習到達度調査
※２：国際教育到達度評価学会（ＩＥＡ）による国際数学・理科教育動向調査　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育関連年表

教科の好き嫌い

授業の理解度

授業の受け方

家庭での学習時間

家庭学習の頻度

テスト勉強の開始時期

希望進路

学習上の悩み

社会観

テレビの視聴時間

パソコンの利用

本・新聞とのかかわり

心や身体の疲れ

東　京

北　京 ソウル

ロンドン

ワシントンDC ロサンゼルス

ヘルシンキ

本調査の枠組み

学習意識・実態と
「学力」との関係を
検証

1

2
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

目次

詰め込み教育
への批判
　
　

ゆとりの提唱

生涯学習
構想の推進

新学力観
「知識・理解」に加え
「関心・意欲・態度」

重視へ

ゆとりある
教育の実現

学力向上施策

第１回 学習基本調査

第２回 学習基本調査

第３回 学習基本調査

第４回 学習基本調査

学
力
低
下
論
争

（2006年9月現在）
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小学生で「好き（とても好き＋まあ好き）」と
回答した比率をみると、「算数」で伸びている
が、 「国語」 「社会」 「理科」は横ばいである。また
実技教科は総じて「好き」の比率が高く、 「体
育」と「家庭」はさらに増加傾向にある。 「総合
的な学習の時間」も2001年より6.0ポイント
増加している。
中学生では、 「数学」と「理科」で2001年に「好
き」の比率が低下していたものの、2006年は
1996年並みに回復した。
高校生では、 1990年と比べ「数学」 「理科」につ
いて「好き」と回答する比率が増加する傾向
にある。
全般的にみると理数系科目の人気が高まっ
ている様子がうかがえる。

1990年 1996年 2001年 2006年 1990年 1996年 2001年 2006年

1990年 1996年 2001年 2006年 1990年 1996年 2001年 2006年

1990年 1996年 2001年 2006年 1990年 1996年 2001年 2006年

1990年 1996年 2001年 2006年 1990年 1996年 2001年 2006年

1990年 1996年 2001年 2006年

1990年 1996年 2001年 2006年

※小学生は「算数」、中学生・高校生は「数学」である。

※「総合的な学習の時間」は1990年・1996年は該当項目なし。
また2001年は「履修していない」を除いて集計している。

※小学生の「英語」は該当項目なし。

※小学生は「図画工作」、中学生・高校生は「美術」である。
※高校生の「美術」は1990年・1996年は該当項目なし。

※小学生・高校生は「家庭」、中学生は「技術・家庭」である。 ※高校生の「音楽」は1990年・1996年は該当項目なし。

※高校生の「社会」は2001年より「地歴」と「公民」に分
　けてたずねている。
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1 教科の好き嫌い
算数好きな小学生が大幅に増加している
小学生では、「算数」が「好き」と答える比率が1990年より11.0ポイント増えている。
中学生では、「数学」と「理科」の人気が1996年並みに回復している。

Q あなたは、次の教科や学習の時間の勉強がどのくらい好きですか。

「とても好き」＋「まあ好き」の％図１─１　好きな教科（小学生・中学生・高校生）

小学生

高校生

地歴

公民

中学生

総合的な
学習の時間



社会

80

60

40

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

英語

80

60

40

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

国語

80

60

40

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

理科

80

60

40

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

算数・数学

80

60

40

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

70

50

30

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

70

50

30

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

70

50

30

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

70

50

30

（％）

0
1990年 1996年 2001年 2006年

7

1990年と比べると、「黒板に書かれていなくても、
先生の話で大切なことはノートに書く」「授業で
わからないことは、あとで先生に質問する」（よ
くある＋時々ある）の割合は上昇している。とく
に高校生では、「授業でわからないことは、あと
で先生に質問する」割合が一貫して増加し、

2006年では4割を超えた。一方で、「近くの人と
おしゃべりをする」「マンガをかいたり、文房具
で遊ぶ」の割合は1990年と比べ減少している。
全体的に、授業をまじめに受けている様子が見
てとれる。

授業の理解度についての自己評価をたずねたと
ころ、「わかっている（ほとんどわかっている＋70
％くらいわかっている）」という回答が全般的に
増えている。小学生では、すべての教科で1990
年と比べて約６～12ポイント上昇している。
中学生や高校生でも1990年と比べると「国語」「数
学」「理科」の理解度は上昇している。
しかし学校段階別にみると、学校段階が上がる
につれて、授業の理解度は低くなる傾向がみら
れる。
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●黒板に書かれていなくても、先生の話で
　大切なことはノートに書く

●授業でわからないことは、あとで先生に
　質問する

●近くの人とおしゃべりをする ●マンガをかいたり、文房具で遊ぶ
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※小学生は「算数」、中学生・高校生は「数学」である。

※高校生の「社会」は2001年より「地歴」と「公民」に
分けてたずねている。
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26.7

2 授業の理解度
学校の授業がわかるようになってきている
小学生では、すべての教科で授業が「わかっている」という回答が増えている。
中学生と高校生でも「国語」「数学」「理科」の理解度が上昇している。

Q 学校の授業をどのくらい理解していますか（わかっていますか）。

「ほとんどわかっている」＋「70％くらいわかっている」の％図２─１　授業の理解度（小学生・中学生・高校生）

3 授業の受け方
授業をまじめに受けているという回答が増加

「授業でわからないことは、あとで先生に質問する」など、積極的に授業を受けている児童・
生徒が増加し、「マンガをかいたり、文房具で遊ぶ」などの割合は減少傾向にある。

Q あなたの授業中のようすについてお聞きします。

「よくある」＋「時々ある」の％図３─１　 授業の受け方（小学生・中学生・高校生）        
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成績の自己評価別に平均家庭学習時間をみると、
小学生は成績上位層と下位層の差が1990年に
36.4分であったのに対し、2006年には43.7分
に広がっている。今回の調査では、とくに上位層
の学習時間の増加が全体の平均値を上げている。
中学生の成績上位層と下位層の差は1990年
16.5分→1996年16.1分→2001年9.4分→
2006年20.9分と、いったん縮小した差が今回再
び広がっている。
高校生をみると、「偏差値55以上」の高校に在学
する生徒の平均家庭学習時間は1990年以降そ
れほど大きく落ち込んでいないが、それ以外の
高校に在学する生徒に学習ばなれの傾向がみら
れる。

家庭での平均の学習時間をみると、小学生は
2001年には71.5分まで減少していたものの、
2006年には81.5分に、中学生は80.3分が87.0
分にそれぞれ５～10分前後増加し、1996年の

水準まで回復した。
一方、高校生では「ほとんどしない」＋「およそ
30分」の回答が４割で、2001年から変化がみら
れなかった。
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※家庭学習時間の平均は「ほとんどしない」を０分、「３時間30分」を210分、「それ以上」を240分のように置き換えて算出した。

※高校生の偏差値は、
　弊社「進研模試」のデータを使用。
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4 家庭での学習時間
小学生・中学生の家庭学習時間が2001年よりも増加
2001年まで小学生・中学生・高校生ともに平日の家庭学習時間は一貫して減少していたが、
2006年では小学生と中学生で回復の傾向がみられる。

Q あなたはふだん（月曜日～金曜日）、学校での授業以外に１日にだいたい何時間くらい勉強し
ていますか。学習塾や予備校、家庭教師について勉強する時間も含めてください。

図４─１　平日の家庭学習時間（小学生・中学生・高校生）

小学生と中学生は成績上位層の学習時間の伸びが著しい
学習時間を成績の自己評価別にみると、小学生・中学生ではいずれの層も2001年と比べて学
習時間が増加している。とくに成績上位層の伸びが著しく、結果として上位層と下位層の差
が拡大した。

図４─２　平日の平均家庭学習時間（成績の自己評価別・偏差値帯別）

※成績の自己評価は、「あなたの
今の成績は、クラスの中でど
のくらいですか（小学生）」「現
在の総合的な成績は学年の中
でどのくらいですか（中学生）」
の項目に、「１（上のほう）～３」
と回答した児童・生徒を「上位」、

「４（真ん中）」を「中位」、「５～
７（下のほう）」を「下位」とした。



平均日数

定期テスト対策の開始時期をみてみると、中学
生では「2週間くらい前から」が35.8%ともっと
も多く、1990年と比べると16.9ポイント増加し
ている。高校生では「1週間くらい前から」が

36.4%ともっとも多いものの、1996年を境に「4
～5日くらい前から」が減少し、「2週間くらい前
から」が増加している。全体的に、定期テスト対
策の開始時期が早くなる傾向がみられる。

家庭学習の頻度をみると、中学生では「家ではほ
とんど勉強しない」「１日くらい」「２～３日」の
割合が2001年と比べて減少し、ほぼ毎日（「週に
6～7日」）勉強する生徒が9.8ポイント増えて３

割近くになった。一方、高校生は「家ではほとん
ど勉強しない」＋「１日くらい」が1990年に比べ
て13.0ポイント、2001年と比べても5.9ポイン
ト増えて、37.8％となった。
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5 家庭学習の頻度
中学生の学習する日数が増加している
中学生は「週に６～７日」勉強すると回答する割合が増加している。その一方で、高校生
は「家ではほとんど勉強しない」または「１日くらい」と回答する生徒が増えている。

図５─１　家庭学習の頻度（中学生・高校生）

6 テスト勉強の開始時期
テスト勉強の開始時期が早くなっている
定期テストの対策を早くからはじめる中学生・高校生が増えている。

図 6 ─１　テスト勉強の開始時期（中学生・高校生）

Q あなたはふだん、家でどのくらい勉強をしますか（学習塾や予備校、家庭教師との学習は除き
ます）。※小学生は該当項目なし。 Q テスト(定期考査)前には、あなたはいつ頃からテスト勉強を始めますか。

※小学生は該当項目なし。
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いずれの地域でも1990年以降で中学受験を希望する割合が増えているが、その伸びは大都市で
著しい。大都市では約４割が、中学受験を希望している。

中学受験の希望が増えている

Q あなたは、どこかの中学校（私立中学校や大学の附属中学校、中高一貫校など）を受験しようと思っ
ていますか。※小学生のみの質問項目。

中学受験を希望する比率（全体）は、1990年の
15.7％に対して、2006年は23.5％と増加して
いる。地域別にみると、いずれの地域でも増加傾
向にあるが、とくに大都市での伸びが大きいこ
とがわかる。
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希望する進学段階を聞いたところ、小学生・中学
生・高校生ともに「四年制大学まで＋大学院まで」
は横ばいであった。一貫して増加しているのは「専
門学校・各種学校まで」で、1990年と2006年を

比較すると、小学生7.5％→19.4％、中学生14.6
％→21.7％、高校生（普通科のみ）6.3％→13.1
％となっている。小学生では、「わからない」とい
う回答が大幅に減少している。

図７─２　中学受験の希望（小学生） 　「どこかの中学校を受験しようと思っていますか」
　という質問に「はい」と回答した比率（％）。

※「わからない」は
　小学生のみの選択肢。

※「その他」、無回答・不明
　は図から省略した。

　※1990年は「大学院まで」を聞いていない。

7 希望進路
専門学校を希望する子どもが増えている

「四年制大学まで＋大学院まで」の希望はほぼ横ばいであるが、小学生・中学生・高校生と
もに「専門学校・各種学校まで」を希望する割合が一貫して増えている。

Q あなたは将来、どの学校まで進みたいですか。

図７─１　希望する進学段階（小学生・中学生・高校生）
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8 学習上の悩み
小学生では学習上の悩みが減少している
小学生では全体的に学習上の悩みが減少する傾向にあるが、中学生・高校生は増加傾向を
示す項目が多い。

Q あなたは勉強について、次のように思うことがありますか。

図８─１　学習上の悩み（小学生・中学生・高校生）

9 社会観
「努力すればむくわれる」が学校段階とともに減少
「日本は、努力すればむくわれる社会だ」について小学生では７割近くが肯定しているが、
中学生で54.3％、高校生で45.4％と学校段階が進むにつれて低くなる。

Q あなたは、次の意見をどう思いますか。
※1990年・1996年・2001年は該当項目なし。

「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％※複数回答。 図９─１　社会観（小学生・中学生・高校生）
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「日本は、努力すればむくわれる社会だ」「いい大
学を卒業すると将来、幸せになれる」は学校段階
が進むにつれ減少し、逆に「日本は、競争がはげ
しい社会だ」「お金がたくさんあると幸せになれ
る」は増加する傾向がみられた。

なお、いずれの学校段階においても「いい友だち
がいると幸せになれる」は９割と高く、小学生・
中学生・高校生が共通して「友だち関係」を重視
していることがわかる。

学習上の悩みでは、小学生は全体的に減少する
項目が多くみられた。中学生・高校生では横ばい
または増加する項目が多くみられた。中学生で
は「どうしても好きになれない科目がある」「上
手な勉強の仕方がわからない」が７割前後で一

貫して高い割合であり、1990年からほぼ横ばい
である。また、高校生では1990年と比べ、「どう
しても好きになれない科目がある」が56.5％→
64.9％、「わかりやすい授業にしてほしい」が
34.3％→51.2％と増加している。
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家でパソコンを使う比率（よくある＋時々ある）
を1996年と2006年で比較すると、小学生30.3
％→69.8％、中学生27.4％→68.9％、高校生
21.2％→71.2％と急速に増加していることが
わかる。家庭で使用している割合は小学生から

高校生まで大きな差がなく、７割前後である。
学校での使用も10年間で急増しているのは同
じだが、2006年の比率は小学生88.2％、中学生
65.4％、高校生31.5％と、学校段階による差が
大きく開いている。

テレビの平均視聴時間を見てみると、小学生は
2001年の162.3分から141.5分に、中学生は
167.6分から148.5分に減少している。高校生も、
1996年の117.4分をピークに、2006年では

102.6分にまで減少している。とくに小学生・中
学生では、2001年と比べて「それ以上（３時間
30分以上）」の回答が大幅に減少したことが、平
均を下げた要因になっている。

●家でパソコンを使う ●学校でパソコンを使う

●家でインターネットを使って何か調べる ●学校でインターネットを使って何か調べる
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30.96.3
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10.120.28.29.73.0 4.9
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1.5 0.9
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12.76.6 5.3
1.6 1.2

24.413.720.26.87.3

※1990年は該当項目なし。 ※1990年は該当項目なし。

※1990年・1996年は該当項目なし。 ※1990年・1996年は該当項目なし。
※平均視聴時間は「ほとんど見ない」を０分、「３時間30分」を210分、「それ以上」を240分のように置き換えて算出した。

テレビの視聴時間
テレビの視聴時間が減少している
小学生・中学生では2001年まで増加していたテレビの平均視聴時間が、2006年ではおよそ
20分短くなっている。また高校生も2001年と比べて視聴時間は減少した。

Q  ふだん(月曜日～金曜日)テレビを1日に何時間くらい見ますか。

図 10 ─１ 　テレビの視聴時間（小学生・中学生・高校生）

11パソコンの利用
パソコンの利用がこの10年で急増している
小学生・中学生・高校生ともに、７割前後が家庭でパソコンを使っている。学校での使用は、
小学生の約９割に対して高校生が約３割と、学校段階による差が大きい。

Q パソコンやテレビなどのメディア（機械）についてうかがいます。

「よくある」＋「時々ある」の％図 11 ─１　パソコンの利用（小学生・中学生・高校生）

10

平均視聴時間

ほとんど見ない およそ30分 1時間 1時間30分 2時間 2時間30分 3時間 3時間30分 それ以上 無回答・不明 よくある 時々ある
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心や身体の疲れについて、「とてもそう」と回答
した比率を1990年と比べると、「あくびがでる」
は中学生で38.8％→50.5％、高校生で36.0％→
54.1％と増加している。さらに高校生は「だるい」

が39.9％→49.8％と増加していることから、
1990年と比べると高校生の疲労感が高まって
いる様子がみられる。小学生に関してはあまり
大きな変化がみられなかった。

本・新聞とのかかわりについてみたところ、「自
然や動物・植物の本を読む」「歴史小説や歴史の
本を読む」などの読書をする割合（よくする＋時々
する）は、小学生がもっとも高く、高校生はその
半分にも満たない。1990年からの変化は学校段
階によって異なるところはあるが、変化の範囲

はほとんどが10ポイント以内に収まっており、
おおむね横ばいである。しかし、「新聞のニュー
ス欄を読む」の比率は、高校生で大幅に減少して
おり、1990年の71.6％に対して2006年は48.5
％と半数を下回っている。
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●だるい ●目が疲れやすい

●自然や動物・植物の本を読む

●新聞のニュース欄を読む●地域の図書館で本を読んだり借りたりする
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※1996年は該当項目なし。※1996年は中学生・高校生の該当項目なし。

※1996年は該当項目なし。
※小学生は「歴史の本や伝記の本を読む」となっている。

※1996年は該当項目なし。

本・新聞とのかかわり
新聞のニュース欄を読む高校生が減っている

「自然や動物・植物の本を読む」「歴史小説や歴史の本を読む」などの読書をする割合は、
大きな変化がない。しかし、「新聞のニュース欄を読む」は高校生の減少が著しい。

Q あなたは、ふだん（学校の授業や宿題以外で）次のことをどのくらいしますか。

図 12 ─１　日常生活の中の「学習」（小学生・中学生・高校生）

12 心や身体の疲れ
「とてもいらいらする」中学生・高校生が３割に

1990年と比べて、「いらいらする」に「とてもそう」と回答する中学生が6.2ポイント、高
校生は7.8ポイント増加した。

Q あなたはふだん、自分のからだについて、次のように感じることがありますか。
※1996年・2001年はいずれも該当項目なし。

「とてもそう」＋「少しそう」の％「よくする」＋「時々する」の％ 図 13 ─１　心や身体の疲れ（小学生・中学生・高校生）
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